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（１）はじめに 

駿河湾地域の重力変化の監視を目的として，国土地理院と東京大学地震研究所は協力し

て，御前崎町において絶対重力測定を実施している。今回は 1996 年７月以降，2000 年６

月までにおこなった計 18 回の測定について報告する。 

 

（２）測定について 

測定地点は，国土地理院･御前崎第一地殻活動観測場に 1996 年７月に設置した基準重力

点（OMZ-FGS）である。第１図に，測定地点の位置を示す。 

使用器械は Micro-g Solutions 社製の絶対重力計 FG5（シリアル番号は国土地理院が＃

201 または#203，地震研究所が＃109）である。 

表１および第２図に測定結果，表２には各種補正に関する情報をまとめた。測定結果に

対する標準偏差はいずれも 0.001mgal 以下である。 

 

第１図 御前崎基準重力点の位置  

Fig.1  Site Location of OMZ-FGS 
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表１ 御前崎基準重力点における絶対重力値  

Table.1  Absolute Gravity Value at OMZ-FGS, obtained by using FG5 Absolute Gravimeter 

 

 

 

表２ 各種補正情報  

Table.2  Auxiliary Information 
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1999 年 10 月 27 日,豪雨により土砂崩れが発生した,観測地点から 20m 離れた場所で,高さ

10m 幅 5m の土砂が崩壊した。この影響をモデル計算から 0.005mgal の重力増大効果と推定

した。 

第２図 1996 年７月以降の御前崎基準重力点における絶対重力変化  

Fig.2  Absolute Gravity Change at OMZ-FGS since July 1996 
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